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産
さ ん

業
ぎょう

革
か く

命
め い

をささえた石炭
　石炭を燃

も

やして動かす蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

は機
き

械
かい

を動か
す動力となった。「産業革命」は、人類の文明がいっ
きに発

はっ

展
てん

したと同時に、エネルギーの大
たいりょうしょうひ

量消費
時代のはじまりだった。

火の発見

1901年に完成した日本で初めての近代製
せい

鉄
てつ

所。
（官
かん

営
えい

八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

・福岡県北九州市）

日本では明治維新（1868
年）ののち、工業化が進ん
で石炭の使

しようりょう

用量がふえた。

明
めい

治
じ

維
い

新
しん

火は人類が初めて利用した熱エ
ネルギーだ。火は、肉や魚を焼
いたり、寒さをしのぐ暖

だん

房
ぼう

とし
て使われていた。

農
のう

耕
こう

や牧
ぼく

畜
ちく

を始めた。
牛や馬の力を農業用の原動力と
して利用するようになった。

イギリスの発明家「ジェームス・
ワット」が18世紀後半に蒸

じょう

気
き

機
き

関
かん

を発明したのをきっかけに、
イギリスで「産業革命」が起こっ
た。石炭を燃

ねん

料
りょう

とする蒸気機関
は、工場での原動力や蒸気機関
車、蒸気船などに広く使われる
ようになった。

1901

1879年、アメリカの発明家「トーマス・
エジソン」が商用電球を開発した。こ
の発明が発表されたとき、人々は「世
界から夜が消えた」とおどろいた。

初めて大
たいりょうせいさん

量生産されたガソリン自動車
フォード・T型。

日本初の
火力発電所が
完成（東京）

1887

1891

日本初の水力発電所が完成
（蹴

け

上
あげ

発電所・京都）

1769

産業革命によって
ものを手作業で
作る工業から
機械で作る工業に
変
か

わったんだ。

人類とエネルギー

➡薪
しん

炭
たん

・水車・風車・牛馬
➡石炭

写真提供：バンダイミュージアム 写真提供：関西電力株式会社 写真提供：トヨタ博物館

写真提供：
新日鐵住金株式会社　八幡製鉄所

➡石油

1945 1950 1960

石油の利
り

用
よ う

と経
け い

済
ざ い

成
せ い

長
ちょう

　1950年ころ、石油が大
たいりょう

量にとれるようにな
り、エネルギーの主役は石炭から石油へ代わった。
石油は自動車や船、飛

ひ

行
こう

機
き

などの交通機
き

関
かん

に欠
かせない燃

ねんりょう

料である。また、火力発電や工場の
機
き

械
かい

を動かす燃料としても経済の成長を支えて
きた。特に1950年代から1970年代までを「高
度経済成長期」とよんでいる。

第二次
世界大

たいせんしゅうせん

戦終戦

技
 ぎじゅつ

術の進歩した現在
は最短2時間22分で
走行している。

東京駅でおこなわれた
東海道新幹線の開業式

1964
東京

オリンピック

東海道新幹線N700A系
写真提供：東海旅客鉄道株式会社

水車や風車など、自然のエネル
ギーを利

り

用
よう

するようになった。
また、炭を作って火を利用する
ようになった。

地球の誕生
（46億年前）

生命の誕生
（39億年前）

光合成をする
生物の誕生
（32億年前）

生物が陸上に
進出（4億年前）

多細胞
生物の
誕生
（10億年前）

人類の祖先が誕生
（700万年前）

産業革命

※地球や生命の進化の過程には
　ほかの説もある。
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地球の歴史を1年におきかえると… 人類と火の発見
　地球が誕生したのは今か
ら46億年前。地球の歴史
にくらべると、わたしたち
人類の祖

そ

先
せん

は700万年前に
生まれたばかりだが、火を
発見し、それを利

り

用
よう

するこ
とで短い期間で文明を大き
く発

はっ

展
てん

させてきた。

東京～新大
おお

阪
さか

の間を4時間でむ
すぶ東海道新

しん

幹
かん

線
せん

が開通した。

1950年代
電気冷

れい

蔵
ぞう

庫
こ

、電気洗
せん

たく機
き

、白黒テレビが次々と発
売されて、「三種

しゅ

の神
じん

器
ぎ

」といわれた。

冷蔵庫 洗たく機 白黒テレビ

➡人類の歴史はエネルギー利用技術の発達とともに文明を進化させてきたことに気づく。
➡世界のエネルギー消費量は増加し続けていることを理解する。
➡人口問題はエネルギーと密接に結び付いていることを考える。

➡人類は長い時間をかけてエネルギー利用の技術を高度化してきた。
➡時代によって中心となるエネルギーが変化、多様化しており、人類の生活も変化し
てきた。
➡世界人口の増加はエネルギー消費量の増加と密接に関係している。

6年　社会科　我が国の歴史上の主な事象
6年　理　科　燃焼の仕組み
6年　理　科　電気の利用
6年　理　科　土地のつくりと変化

かぎりあるエネルギー資源（40～41ページ）

学習のねらい

指導上の
ポイント

■地球の歴史を1年に置き換えると
　地球が誕生してから現在までの歴史を1年のカレ
ンダーに置き換えると、わたしたち人類の祖先が誕
生したのは12月31日の午前10時40分ころと考え
られる。人類は地球にとっては生まれたばかりの新
しい種である。
　その人類は1年の残り2秒の間に、地球が長い年
月をかけて作ってきた化石燃料を大量に使い、地中
に固定されてきた炭素を人為的に放出し、これまで
バランスのとれていた炭素サイクルを大きく変えよ
うとしている。

■文明とエネルギー
○火の発見
　人類が火を利用するようになったのはおよそ50
万年前といわれている。最初は薪を燃やし、暖房や
料理に使われていた。火を通した食物は安全性、保
存性が高まっただけではなく、加熱によって柔らか
くなった肉などは消化しやすいため、人間の大脳新
皮質も発達が促されたと考えられている。

○農業のはじまりとエネルギー
　今から約1万年前、人間は農耕や牧畜を始め、牛
馬の力を耕作用動力源として利用するようになった。

さらに風力や水力など自然エネルギーもさまざまな
分野で活用する工夫が重ねられた。

○産業革命を支えた石炭
　16世紀に入ると、それまで暖房用にのみ使われ
ていた石炭が動力源としても利用されるようになっ
た。その後、ワットが1765年に蒸気機関を高効率
に改良し、工場での動力源のほか、蒸気機関車、蒸
気船などさまざまな分野に応用されるようになった。
　この発明により、従来の畜力や自然エネルギーに
比べて生産力は大幅に向上し、石炭の消費量も飛躍
的に増大することとなった。また、石炭が豊富だっ
たイギリスを中心に産業革命が起こり、文明も一気
に発展することになった。

○石油による石油革命
　1859年にアメリカで新しい石油採掘方式が開発
され、石油の大量生産が可能になると、その利用方
法も急速に発展した。さらには1950年代に中東や
アフリカに相次いで大油田が発見され、エネルギー
の主役は石炭から石油へと移行した。これを石油革
命と呼んでいる。大量に安く供給された石油は、さ
まざまな交通機関、暖房用、火力発電などの燃料と
して、また石油化学製品の原料として、その消費量
は飛躍的に伸びた。
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（出所）総合研究開発機構「エネルギーを考える」をもとに作成
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人類とエネルギーのかかわり

自然エネルギー
化石燃料

電気エネルギー

関連ページ

関連する単元

※電球は「1879年にトーマス・エジソンが発明した」と紹介されることが多いが、正確には世界で初めて電球を発明したのはジョ
ゼフ・スワンで、1878年、イギリスで電球に関する特許を取得している。トーマス・エジソンは1879年に木綿糸を炭化
させたフィラメントを使い約45時間の点灯に成功、翌年の1880年には京都の石清水八幡宮の真竹を使って1,200時間以
上の点灯に成功し、実用的な電球を開発した。
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第一次
石油ショック

第二次
石油ショック

地球
サミット

　1973年、世界最大の石油生
せい

産
さん

地
ち

帯
たい

である
中東地

ち

域
いき

で戦
せん

争
そう

がおこり、石油の価
か

格
かく

がそ
れまでの4倍に上がった。これを第一次石油
ショックといい、また、6年後の1979年に
二度目の石油ショックがおこった。
　石油は燃

ねんりょう

料のほか、さまざまな石油化学製
せい

品
ひん

の原料にもなるため、当時、日本では物不
足や値段の引き上げなどへの不安から、トイ
レットペーパーなどの日用品を急いで買おう
とする人がふえた。テレビ局は深夜放送をと
りやめたり、デパートやスーパーも営

えいぎょう

業時間
を短くするなどした。

「パリ協定」の採
さい

択
たく

日本や世界の国々は地球温暖化の防
止に取り組んでいる。2015年にフ
ランスのパリで開催された国際会議
（COP21）では、2020年以降の
地球温暖化を防止する取り組みにつ
いて世界各国がそれぞれの目標を決
めることにした。また、世界の平均
気温を産業革命前にくらべて2℃以
内の上昇におさえることを世界全体
の目標とした。

2027年、時速500kmで走
行するリニア中央新幹線の東
京～名古屋間の開業が予定さ
れている。2045年には大阪
まで延

えんちょう

長され、東京～大阪間
を約1時間でむすぶ予定だ。

日本初の原子力発電所が
完成（茨城県）

北半球の緯
い

度
ど

の高い地域は、地球温暖化の影響がもっとも強くあらわれると予想されて
いて、氷河がとけている。（ノルウェー領・スヴァールバル諸島の東ブレッガー氷河）

（出所）全国地球温暖化防止活動推進センターホームページより（http://www.jccca.org/)

地球温
おん

暖
だん

化
か

が進むと人間や動植物のすむ環
かんきょう

境にさまざまな影
えいきょう

響がある
ことがわかってきた。1992年にブラジルで開かれた「地球サミット」
で国際社会が協

きょうりょく

力して地球温暖化問題に取り組むことが決められた。

世界初の感情認
にん

識
しき

パーソナルロボット
「Pepper（ペッパー）」
が発表された。
「感情エンジン」と
「クラウドAI」を
搭
とう

載
さい

している。1996年7月 2011年7月

東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
発
生

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

スマートフォン
電話だけでなく写真さつ
えいやメール、インター
ネットができる多

た

機
き

能
のう

な
携
けいたいたんまつ

帯端末が広まっている。

➡天然ガス・原子力
➡太陽光・風力・地熱など（70年代〜）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

持
じ

続
ぞ く

可
か

能
の う

な社会をめざして
　産
さんぎょうかくめい

業革命の後、わずか200年の間に人類の石炭や石油、天
てん

然
ねん

ガス
の利

り

用
よう

は地球の環
かんきょう

境に大きな変化をもたらした。これからの社会は、
環
かんきょう

境に影
えいきょう

響をあたえず安定して利用し続けられるエネルギー源や利用
方法が求められている。

1960年代
カラーテレビ、クーラー、自動車（カー）
は、みんなのあこがれだった。その頭文字
を取って3Cとよばれた。

自
動
車

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

ク
ー
ラ
ー

1990年代～
薄
うす

型
がた

テレビやデジタルカメラなどに人気が
集まった。

薄型テレビ

デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ

パソコン大ヒットした家庭で遊べ
るゲーム機「ファミリー
コンピュータ（ファミコ
ン）」。日本中の子どもた
ちが夢中になった。
※ファミリーコンピュータ、
ファミコンは、株式会社
任天堂の登録商標。

電気自動車
2009年に発売された電気自動車
「i-MiEV（三菱自動車工業）」。ガソ
リン自動車にくらべて環境にあたえ
る影響が少ない電気自動車やハイブ
リッド自動車が次々と登場している。

燃料電池自動車
2014年、水

すい

素
そ

と酸
さん

素
そ

から作ら
れた電気で走る燃

ねんりょう

料電池自動車
「MIRAI（トヨタ自動車）」が発
売された。走行中に水しか出さな
いため環境にあたえる影響が少な
い自動車として期待されている。

みんなで
エネルギーに
ついて学び、
考えてみよう。

わたしたちの生活は
このままで
いいのかしら?

携帯電話
1987年に発売された。
このころは文字通り電話
しかできなかった。

身のまわりにある電気製品は
いつごろ誕

たんじょう

生したのか調べてみよう。

➡昔と現在のくらし方や道具の違いから、現代のくらしの便利さ、快適さに気づく。
➡経済の発展によって、私たちのくらしの中のエネルギー利用もどのように変化した
か考える。

➡経済の成長によってさまざまな製品が普及し、私たちは豊かで快適な生活を送るこ
とができている。
➡今、私たちのくらしの中で当たり前のように使っているものやサービスも祖父母、
あるいは父母の子供時代には無かったものも多い。
➡電気製品も時代とともに機能が向上している（例：白黒テレビ→カラーテレビ→薄
型テレビ）。
➡新幹線や自家用車の普及など、交通手段も発展している。

6年　社会科　我が国の歴史上の主な事象
6年　理　科　燃焼の仕組み
6年　理　科　電気の利用
6年　理　科　土地のつくりと変化

かぎりあるエネルギー資源（40～41ページ）
エネルギーと地球環境問題（42～43ページ）
地球温暖化ってなんだろう？（44～45ページ）

学習のねらい

指導上の
ポイント

関連する単元

関連ページ

■日本社会の変化とエネルギー
○高度経済成長期
　日本は戦後の混乱から経済を復興し、今では世界
有数の経済大国に成長した。なかでも1950年代か
ら1970年代までの高度経済成長期を経て、めざま
しい経済成長をとげている。この経済成長をエネル
ギー需給の面で支えたのが石油である。日本は安い
石油を大量に使うことで重化学工業製品を大量に生
産し、それを海外に輸出することで奇跡ともいわれ
る経済成長をとげることができた。国民の所得も上
昇し、くらしは大きく変化しはじめた。
　1950年代前半から、第一次家庭電化ブームが起
き、白黒テレビ、洗濯機、冷蔵庫などが急速に普及
した（三種の神器）。また、1965年から67年にか
けて起きた第二次家庭電化ブームではカラーテレビ
とクーラーの需要が高まり、自動車（カー）と合わ
せて3Cとよばれた（新・三種の神器）。

○二度の石油ショック
　1973年の第一次石油ショック、1979年の第二

次石油ショックにより、石油の価格が大幅に上がっ
たため、石油に大きく頼っていた日本をはじめとす
る先進工業国の経済は、大きな打撃を受けた。日本
では産業部門を中心に省エネルギーが進み、エネル
ギーの消費量は一時的に低い伸びとなった。
　1980年代後半から豊かさを求めるライフスタイ
ルなどのために、再び増加に転じている。家庭には
一世帯当たりにカラーテレビやルームエアコンが2
～3台ある豊かな生活がエネルギー消費量を増加さ
せている。

○持続可能な社会をめざして
　今日の社会や人々の生活は、昔の人からは想像も
つかないほど変革を遂げてきた。同時に世界のエネ
ルギー消費量は、工業化に伴うエネルギーの大量消
費に応じて拡大し続けている。しかしその一方で地
球温暖化をはじめとする地球環境問題が顕著となり
世界規模での対策が必要となっている。また、石油
などの化石燃料には限りがあり、その利用のあり方
について見直しが求められている。

1953年（昭和28年）
テレビ放送がスタート。

日本で最初のスーパーマーケットが東京・青山に誕生した。

1950年代 白黒テレビ、洗濯機、冷蔵庫、トースターなどが次々に発売され、家庭の中に電気を使う道具が
増え始めた。

1964年（昭和39年） 東海道新幹線が開通（10月1日）、東京で第18回夏季オリンピック開催（10月10日～24日）

1960年代 電気製品の種類が増え、普及率も上がってきた。カラーテレビ、クーラー、車（カー）は豊かさの
象徴だった。

1973年（昭和48年） 第一次石油ショック

1979年（昭和54年） 第二次石油ショック、日本語を処理できるワープロ専用機が販売された。

1989年1月8日
（平成元年） 昭和から平成に元号が変わる。

1994年（平成6年） 自動車電話・携帯電話の端末買取制度が導入され、普及が進んだ。

1995年（平成7年） Windows95が登場し、パソコンの普及が進んだ。

2002年（平成14年） インターネットの人口普及率が50％を超えた。

2003年（平成15年） 地上デジタルテレビ放送が東京・名古屋・大阪の一部地域でスタートした（12月）。

2009年（平成21年） 電気自動車の量産製造が開始された（三菱自動車工業／ iｰMieV）。

2017年（平成29年） モバイル端末全体（携帯電話・PHS及びスマートフォン）の保有率は84％、スマートフォンの
保有率は61％。

2019年5月1日
（令和元年） 平成から令和に元号が変わる。
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